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の紹介基準を作成し,6か月毎に当院を定 期 受 診

のうえ評価し,あわせて栄養指導,糖尿病療養指

導を行うこととした.2010年 1月までに,計105

名が導入に同意し,うち71名が初図6か月後の

評価を行われた.導入前,平均HbAIc6.57+-

0.59%,675､日後,6.77+-0.74%であったが,

パスを継続できた53名は6.59+-0.640/Oと有意

な増悪はなかった.パスを逸脱した18名 (25%)

の理由のうち,コントロ-町 合併症の悪化が7

塞 (9.8%),また受診中断が5名 (7.0%)にみ

られた.今後の連携継続にあたっての検討事項と

して,合併症発症率の評価,連携病院間の治療の

標準化などの方針,患者理解や満足度などが挙げ

られる.

10頚動脈超音波検査
-当院の検討と症 例 ～
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長岡赤十字病院検査技術課

【はじめに】食生活の欧米化,運動不足などによ

り,動脈硬化に基づく心血管,脳血管障害等が増

加している.頚動脈超音波検査は全身の動脈硬化

の評価,脳血流の関節的評価に広く用いられ,糖

尿病の合併症の検査としても重要な役割を果たし

ている.今回,当院の頚動脈超音波検査のプラ-

クスコア (PS)とmaⅩ.IMTの検討と症例を報告

する.

E対象と方法】2009年 1年間の 707名のうち糖

尿病と脳梗塞の458名,男性 272名,女性186名,

27歳から97歳,平均年齢 67.5歳を対象に糖尿病,

脳梗塞,両方の3群を性別,年齢別に分けPS,

maxJMTの平均を求めた.

【結果】糖尿病群は脳梗塞群 と同程度の PS,

max.IMTで,年齢と共に上昇し,健常者に比べ明

らかに高値を示した.危険因子と動脈硬化の進行

例,無症候性閉塞例も紹介する.

【結論】頚動脈超音波検査は経過観察や無症候

性垂症例を発見する上で有用である.
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m 糖尿病患者における経度的advanだedglyca-

1ionendprod11elsの測定と合併症に関する

検討
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新潟大学医園等総合病院第 -内科

【背景】AGEs(最終糖化産物)は,近年糖尿病

(DM)とその合併症などとの関連が示唆されて

いる.皮膚中のAGEs量が血中･組織中のAGEs

量と相関することから,非侵襲的に皮膚のAGEs

沈着巌を測定できるAGE択eader(TM)が登場

したが,日本人でのevidenceはまだ乏しい.

【日的】DM合併症とAGEs量の関連を解析し,

その有用性を検討する.

E方法】DM ･耐糖能異常の患者の皮膚AGEs

義 (AF値 ;Autofluorescence)の測定を行い,

DM とそれに関連する各種国子との関連を統計学

的に解析した.

E結果】AFと年齢,DM碓病期間には各々正の

相関があり,HbAIc,血圧,各種血中脂質とは

各々無相関であった DM網膜症陽性群 ･蛋白尿

陽性群 ･顔動脈硬化陽性群は,各々陰性群と比べ

て有意にAF値が高値だった.

【考察】AFは未知の合併症のスクリーニングマ

ーカーとして有用 な可能性が考えられた.
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症例は43嵐 女性.2002年よりnon短A腎症

と糖尿病にて経過観察中で,HbAIcは6-7%台

で経過していた 2008年より過多月経と貧血にて

産婦人科に通院中であったが,2009年7月に子宮

筋腫の手術を希望 し,術前の筋腫縮小を目的に

LH-RH誘導体 (kuprorelin)が開始された.開
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始橡貧血は改善したものの,同年10月HbAIc
9.5%まで 上昇したためLH-RH誘導体が中止こさ

れ 術前血糖コントロ-ル目的に入院し,インス

リンにて血糖コン トロールされた.本症例では

LH-RH誘導体によって偽閉経状態が作られたこ

とで,脂質異常症が悪化しており,インスリン抵

抗性が増大した可能性がある.また,HbA1Cが,

慢性の不正助fltと鉄剤による貧血治療によってみ

かけ L低値を示し,実際の血糖値を過小評価 して

いたが,不正拍血が治療されたことで赤血球寿命

が延長し,HbAIcは実際の血糖値を反映するよう

になったと考えられた.

13 Diazoxideが有効であった,高齢者インスリ

ノーマの2例
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インスリノーマは,インスリン過剰産生から低

血糖を来た し,意識消失などの症状を星する.イ

ンスリノ-マの多くは良性感壕であり,治療の基

本は手術療法 となるが,手術不能例では薬物療法

検討の適応となる.今回,高齢であり,重度の認

知症,慢性心不全等の合併症を有し,患者 ･家族

ともに手術療法を希望 されなかったグースで,

r)iilZOXidPを持Ij･LIIT'lL酢コントロー-)Lが=J能に

なった症例を経験した 若 君二の文献的考察も含め,

報告する.

症例は,85鳳 至捌隼と87嵐 女牲 2例ともに

主訴は低血糖に起因する意識消失であった.入院

後も低血糖発作を繰り返 し,ブドウ糖投与により

意識消失は改善した.血液検査では,著明な高イ

ンスリン性低血糖を認め,Fajanindex,Taminato

指数もインスリノ-マに矛盾 しない所見であっ

た.腹部造影CT,血管造影検査,選択的カルシウ

ム動注負荷試験で,輝頭部のインスリノ-マと診

断 した.高齢であり手術を希望 しないことから,

インスリン分泌を抑制し,低血糖発作を予防する

為Diazoxide投与｣ニよる薬物療法を開始.その後,

軽度の心拡大増悪,南 開麦のpittingedemaを認

め,Diazoxideの副僅用と考えられたが,利尿剤

の投与一により速やかな改善が認められた.他に重

幾な副作用は出現せず,血糖値も安定した.手術

不能なインスリ}-マの症例に対し,Diazox豆de

投与は血糖維持に有用であると考えられた,

1LI 透析導入後に発見されたCushing病の一剖

検例
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長岡赤 巨字病院内科

症例は61歳,女性.平成 19年9月25日,腎不

全のため緑綬透析に導入され,他院で維持透析率

であった.平成20年9円頃から下肢の筋力低 下

が出現 し, コルチゾール 53,8/1g/dl,ACTH

364pg/mlと高値を認めたため入院 Y7定であった.

しかし,右視床出血および肺炎を発症レ 10月15

削二緊急入院した.難治性胃激痛を併発しており,

曲軌のため12月30円に死亡した.経過中にガス

トリンの高値を認めたため腹部 CT,カルシウム

負荷試験を行ったが,ガストリノーマは否定的で

あった､また,CRH負荷試験を行ったが,ACTH

およびコルチゾ-ルともに持続高値で変動に乏し

く,頭部MR王で も微小腺腫 とは判断で きず,

Cushing病とは診断できなかった.中山静脈栄養
を開始後に著明なインスリン抵抗性から高血糖を

認め,速効型インスリンを60U/R使用し,よう
やくコントロールを得た,剖検にてCushing病と

判明した.

15 内因性インスリン分泌能が保たれていたにも

かかわらず慢性腎不全と多彩な大血管合併症

を併発した抗GAD抗体陽性肥満 l型糖尿病

(SPII)l)l･.1)の症例
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症例は46歳,女性.父方に糖尿病,母方に高血

圧の家族歴有.小児期より肥満.喫煙習慣 有.33


